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 事業と「競技者育成プログ
 ラムとの関連」

本事業は育成プログラム内における「ナショナルトレーニングセンター（NTC」の役割を担う物であ
る。
ナショナルトレセンは各地域（エリア）・都道府県（ブロック）トレセンと連携を行いながら国内トップの
ジュニア選手を育成するものである。このため、別途申請する「西日本トレセン事業」と連携を取り
ながら実施される。
※申請事業の競技者育成プログラムでの位置付けが分かる該当ページのコピーを添付

 事業の実施状況及び実施
 結果並びに助成金の使途
 に関する情報の公開方法

事業の内容

事業の詳細

ナショナルトレセン合宿は、基本的に味の素NTCや山梨学院大学において実施す
る。1回の合宿は3～5日間で基本的に構成され、この合宿をのべ7回程度行う予
定。合宿への参加を招集する選手は2015年のナショナルジュニア選手に指定した
選手や国別対抗戦代表選手を中心に招集を行う。ただし直近の大会の結果など
を踏まえ、ナショナルコーチの判断により選手の追加が行われる場合がある。また
ナショナルコーチが西日本トレセンの視察を行い、西日本トレセン参加選手から選
手の追加が行われる場合もある。西日本トレセンからの参加選手は西日本トレセ
ンの関係者との協議によって決定を行う。

事業の第三者への委任（委託等）の有無

〔委任がある場合の内容〕

35 21

延べ指導者数 22 21

累計各年代代表選手輩出数 6 6

H27年1月1日からH28年3月31日（365日間）

　本事業は競技者育成プログラムに基づき、国内のトップジュニア選手の育成活動を狙うものであ
り、競技者育成プログラムで指定されている「ナショナルトレセン」にあたる活動となる。本事業を実
施することにより、国内のトップレベルジュニア選手をナショナルチームレベルのコーチが常時指導
できる体制が整い、選手のホーム環境との連携を計りながらより効率的な育成が可能になる。また
この活動を通してジュニアの国別対抗戦におけるチームビルディングを行うことが可能となり、ジュ
ニア選手に対して「日本代表」としての自覚や責任感の芽生えを促すことが可能となる。

　　　前年度実績及び
　　　当該年度見込（目標）

平成２６年度実績(見込含む)
※実施団体のみ記載

平成２７年度見込

延べ参加人数 64 82

活動日数

事業計画書
【将来性を有する競技者の発掘育成活動助成】

タレント発掘・一貫指導育成事業

公益財団法人日本テニス協会

ナショナルトレセン女子事業

件中　（将来性を有する競技者の発掘育成活動助成における順位を記入）

有 無 

その他 

事務所等に備え、自由に閲覧できる環境を整備している 

実施結果をホームページで公開する 実施結果を広報誌等で公開する 


